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研究成果の概要（和文）：本研究の目的のひとつである長周期地震動ハザード地図、あるいは被
害予測まで含めた長周期地震動リスク地図の作成を長周期地震動評価と呼ぶとすれば、その研
究は４つの要素研究（震源モデル、地下構造モデル、シミュレーション、被害予測）の一連の
組み合わせに他ならない。本研究では、各要素研究を統合し、長周期地震動のための全国地下
構造モデル、長周期地震動ハザード地図、長周期地震動リスク地図を作成する。 
 
研究成果の概要（英文）：Toward seismic hazard assessment for long-period ground motion, 
this study integrates four research components of seismic source, velocity structure, 
numerical simulation, and damage and risk. We then create the Japan Integrated Velocity 
Structure Model, and long-period ground motion hazard and risk maps.  
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１．研究開始当初の背景 

長周期地震動は、超高層ビル・大型石油タ
ンク・長大橋といった大規模構造物の増加に
伴い、防災上の考慮の対象として重要性を増
している。海溝型巨大地震や中～大規模の地
殻内地震は、伝播効果に助けられながら遠方
の堆積平野・堆積盆地に長時間継続する長周
期地震動を生成する。長周期地震動による最
悪の災害は、1985年メキシコ地震により 400 
km 離れたメキシコ市で起こった。最近の顕

著な例は、北海道で起こった 2003 年十勝沖
地震による石油タンク火災が挙げられる。来
たるべき想定東海・東南海・南海地震といっ
た海溝型巨大地震の発生が近づいている現
在、長周期地震動は、沈み込み帯付近の大都
市を抱えるわが国にとって真剣に考慮すべ
き脅威であろう。 

長周期地震動とその都市災害の発生は、わ
が国に限らないグローバルな問題である。震
源の地震動が長周期となりやすい巨大地震
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は世界中の様々な地域で起きており、影響が
長距離に及ぶ長周期地震動は本質的に国境
を越えた事象である。長周期地震動を構造物
設計に組み込む取組みも世界各国で着手さ
れている。強震観測網が大幅に強化され、そ
の大量の記録に基づいた地震動予測やシミ
ュレーション技術の急速な進歩を踏まえて、
長周期地震動の研究を再構築しなければな
らない。また、近年の大規模構造物の増加に
伴い、長周期地震動に対する都市環境も大き
く変化している。したがって、長周期地震動
とその都市災害軽減のための包括的かつ総
合的な研究が必要である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、震源モデル、地下構造モデル、
数値シミュレーション、被害予測の各要素研
究を統合し、長周期地震動のための全国地下
構造モデル、長周期地震動ハザード地図、長
周期地震動リスク地図を作成する。 
 

３．研究の方法 

長周期地震動の研究は、震源モデル、地下
構造モデル、数値シミュレーション、被害予
測の要素研究を有機的に統合して、実りある
成果が得られる。長周期地震動（周期 3 秒程
度から 20 秒程度の帯域の地震動）の発生機
構解明とその都市災害軽減を目的として、下
記項目の達成に向けた包括的かつ総合的な
研究を実施した。 

 

(1) 長周期地震動のための震源モデル化手
法の確立。 

(2) 長周期地震動のための地下構造モデル
化手法の確立。 

(3) 長周期地震動のための数値シミュレー
ション法の確立。 

(4) 長周期地震動による長周期構造物の被
害予測手法の確立。 

(5) 各地に(2)を適用することによる長周期
地震動のための全国地下構造モデルの
作成。 

(6) 各地のシナリオ地震に(1)～(3)を適用

することによる長周期地震動ハザード
地図、およびそれに(4)を適用すること
による長周期地震動リスク地図の作成。 

 

４．研究成果 
(1) 研究期間前半の平成 19～20 年度は、平
成 18 年度基盤研究Ｃ（企画調査）の一環と
して行われた国際ワークショップ「長周期地
震動と地下構造」における議論を踏まえ、４
つの要素研究（震源モデル、地下構造モデル、
シミュレーション、被害予測）を実施した。
震源モデルについては十勝沖地震・南海トラ
フの地震など、地下構造モデルについては新
潟平野・大阪平野など、数値シミュレーショ
ンについては 2003年十勝沖地震や 2004年新
潟県中越地震の地震動シミュレーション、お
よび南海トラフの地震を対象とした統計的
グリーン関数法におけるエンベロープ形状
の研究など。また、長周期地震動による長周
期構造物の被害予測手法の確立のため、石油
タンクの振動実験に基づく溢流量算定式の
検討や、超高層ビルにおけるエレベータの避
難訓練・家具転倒のシミュレーションなどの
研究を進めた。 
(2) 研究期間後半の平成 21～22 年度は、前
半に行われた各要素研究の成果に基づき、長
周期地震動のための全国地下構造モデル、長
周期地震動ハザード地図、長周期地震動リス
ク地図の作成を実施した。成果の一部は、政
府地震調査研究推進本部から公表された長
周期地震動予測地図 2009 年試作版および
2012年試作版、全国１次地下構造モデルに反
映された。 
(3) 研究成果の効果的な発信のため、毎年度
以下の国際的な議論の場を設けた。 
2007 年 11 月／東京／第２回国際ワークショ
ップ「長周期地震動と地下構造」を開催 
2008年 10月／中国・北京／第 14回世界地震
工学会議特別セッション「 Long-period 
ground motions and their impacts on 
large-scale structures」を開催 
2010 年 3 月／東京／東京大学シンポジウム
「長周期地震動とその都市災害軽減」を後援 
2010 年 12 月／米国・サンフランシスコ／米
国地球物理学連合 2010年秋季大会 特別セッ
ション「Characterization and Simulation of 
Long-Period Earthquake Ground Motions」
を開催 
 
５．主な発表論文等 
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